開　催　要　項

１　名　　称　　常設企画展　詩歌で蘇る幕末

２　趣　　旨　　　激動の幕末を駆け抜けた高杉晋作。奇兵隊を結成し、下関戦争の止戦講和交渉などで活躍した晋作は、幕長戦争では長州藩軍を指揮して勝利に貢献したが、病に倒れてこの世を去る。晋作の生涯は２７年余りという短いものであったが、彼はそのなかで数多くの詩歌を遺した。
　　　　　　　　　晋作の遺した詩歌のなかには、自らの体験や、師・同志など多くの人たちとの交流をとおして生み出されたものがある。さらに、刻々と変化する政治情勢のなかに身を投じた晋作は、自らを取り巻く状況に対する感情を読み込んだ詩歌も多く遺した。また、晋作と共に幕末期を生きた人たちの詩歌にも、それぞれが抱いた感情や政治に対する思いが込められていたものがある。
　　　　　　　　　本展示では、高杉晋作をはじめ、幕末を生きた人たちの詩歌を紹介することで、激動の時代を辿る。

３　会　　場　　下関市立東行記念館（下関市大字吉田１１８４番地）

４　会　　期　　令和７年　１２月１６日（火）から
　　　　　　　　令和８年　　３月１５日（日）まで
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５　開館時間　　午前９時３０分から午後５時００分まで
　　　　　　　　※最終入館は午後４時３０分まで

６　休 館 日　　毎週月曜日（１月１２日・２月２３日は開館）
祝日の翌平日
年末年始（１２月２８日～１月４日）

７　観 覧 料　　一　　般　３００円（２４０円）
大学生等  ２００円（１６０円）
※（  ）内は２０名以上の団体料金。
※下関市内及び北九州市内に居住する６５歳以上の方は、１５０円。
※１８歳以下の方、障害者手帳等をお持ちの方、特別支援学校、
高等学校、中等教育学校に在学の生徒は無料。

８　主　　催　　下関市立東行記念館
